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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本ダイカストマシン工業会（JDMMA）及

び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 B 6615：2026 
 

鋳造機械－高圧ダイカストマシンの安全要求事項 
Foundry machinery- 

Safety requirements for high pressure die casting machines 
 

序文 

この規格は，2024 年に第 1 版として発行された ISO 23063 を基とし，ダイカストマシンの安全レベルを

高めるために技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で，用語番号，箇条番号及び細分箇条番号の後に“A”から始まるラテン文字の大文字を

付記した用語番号，箇条番号及び細分箇条並びに附属書 JA～附属書 JC は，対応国際規格にはない事項で

ある。また，点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項又は対応国際規格にはな

い参考事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JD に示す。 

この規格は，JIS B 9700 で示されたタイプ C 規格である。 

この規格は，特に，機械の安全に関して市場参加者を代表する次の利害関係者に関係する。 

－ 機械製造業者（大・中・小各企業） 

－ 安全衛生関係者（規制当局，防災機関，市場監視当局など） 

次に示すその他の利害関係者は，市場参加者を代表する利害関係者がこの規格を手段として達成する機

械安全のレベルによって，影響を受ける可能性がある。 

－ 機械の使用者・従業員（大・中・小各企業） 

－ 機械の使用者・従業員（労働組合，特別なニーズをもつ人々のための組織など） 

－ サービスの提供業者，例えば，整備会社（大・中・小各企業） 

－ 消費者（消費者が使用する機械の場合） 

これらの利害関係者は，この規格の作成過程に参加する可能性が与えられていた。 

関係する機械類，及び危険源，危険状態又は危険事象として扱う範囲は，この規格の適用範囲に示され

ている。 

このタイプ C 規格の要求事項がタイプ A 規格又はタイプ B 規格に記載されているものと異なっている

場合，このタイプ C 規格の要求事項に従って設計され，製造された機械には，他の規格の要求事項よりも，

このタイプ C 規格の要求事項が優先される。 

明確化のために，この規格には，予防措置の例を示しているが，これを唯一の解決策とみなすことは望

ましくない。同等のレベルの安全が達成される場合には，同じリスク低減につながる他のあらゆる解決策

も許容される。 


